
　
　

年
度
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

'22
私
の
講
演
は
終
わ
る
こ
と
に
し
た

が
補
足
し
て
「
給
」
の
漢
字
の
『
古

事
記
』で
の
用
法
を
示
し
て
お
く

こ
と
に
し
た
。「
賜
」
と
「
給
」
が
同

じ
資
格
の
用
法
と
の
説
が
あ
り
果

た
し
て
こ
れ
が
正
当
か
と
考
え
ら

れ
る
か
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

　
『
古
事
記
』に
用
い
ら
れ
た
「
給
」

に
は
「
賜
」の
よ
う
な
補
助
動
詞
の

用
法
は
な
く
、
上
位
が
下
位
に
物

品
等
を
与
え
る
用
法
で
あ
る
。其

の
用
法
を
調
べ
て
み
る
と
次
の
通

り
で
あ
る
。（
用
例
は
『
古
事
記
總

牽
引
　
高
木
市
之
助
編
』
に
よ
っ

て
い
る
。　

例
見
え
て
い
る
。
）

15

　
臼
給
猿
女
居
等
也
（
上
巻
　
帳
50

　
　

裏
。
以
下
、
上
・
　

・
ウ
の
形
）

50

　
　
新
鮮
な
海
産
物
を
志
摩
か
ら

献
上
し
て
き
た
時
に
は
君
ら
に
お

下
し
に
な
る
。（
小
学
館
刊
）『
古
事

記
』の
校
注
の
記
に
よ
る
。
以
下
同

じ
）

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

猿
女
君
は
高
い
身
分
と
は

思
え
な
い
。

　
渦
給
其
兄
時
（
上
・
　

・
ウ
）

55

　
　
此
の
鉤
を
以
て
其
の
兄
に
給

　
　
　

　
　

　
(　
　

　
　

)　

　
　

は
む
時
に

 

呪
語
は
略

 

を

　
　
言
ひ
て
後
手
に
賜
へ
。

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

兄
を
弟
火
遠
理
命
の
下
に

　
　

し
た
表
現
で
「
給
」が
用
い
ら

　
　
れ
て
い
る
。

　
嘘
小
確
命
給
其
掌
（
中
・
　

・
オ
）

38

　
　
小
確
命
、
其
の
姨
倭
比
売
命

　
　
命
の
御
衣
・
御
掌
を
給
は
り

　
　

て
剣
を
御
懐
に
納
れ
幸
行
し

　
　
き
。

　
　

○＊

  

姨
の
も
の
を
受
け
取
っ
て

　
　

行
く
。
女
装
し
て
敵
の
目
を

　
　
暗
ま
せ
る
た
め
で
上
等
の
衣

　
　
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
唄
給
比
々
羅
木
之
八
尋
柔
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
・
　
・
オ
）

40

　
　

御
鉏
友
耳
建
日
子
を
副
へ
て

　
　
遺
し
し
時
に
ひ
ひ
ら
木
の
八

　
　
尋
矛
を
給
ひ
き
。

　
　

○＊

  

東
国
の
者
を
平
定
の
た
め

　
　
に
行
く
者
に
武
具
で
は
な
い

　
　
も
の
を
倭
建
命
に
与
え
た
。

　
欝
解
開
其
姨
倭
比
売
命
之
所
　

　
　
給

 　
 

 

囊
 

口
　
　
　

（
中
・
　
・
オ
）

ふ
く
ろ

41

　
　

姥
倭
比
売
命
が
授
け
た
袋
の

　
　
口
を
開
き
見
れ
ば

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

我
が
身
に
迫
る
火
を
反
転

　
　

さ
せ
る
役
目
を
袋
の
中
の
石

　
　
が
す
る
が
も
の
自
体
は
大
し

　
　
た
物
で
は
な
い
。

　
　

　
蔚
其
御
火
焼
之
老
人
歌
曰
　
　

　
　
（
省
略
）　
是
以
誉
其
老
人
則

　
　

給
東
国
造
也
。（
中
・
　

・
オ
）

43

　
　
　

其
の
御
火
焼
き
の
老
人
、
歌

　
　
ひ
て
（
歌
省
略
）
是
を
以
て
、

　
　

其
の
老
人
を
誉
め
て
即
ち
東

　
　
　

国
造
を
給
ひ
き
。　
　
　
　
　

　

○＊

 
　

　
　

　
　

　
　

　
 

即
興
の
歌
が
見
事
で
東
国
の

　
　

役
人
に
取
り
立
て
ら
れ
た
が

　
　
高
級
の
役
人
で
は
な
い
。

　

  

　
鰻
於
我
給
御
食
是
魚（
中
・
　

・
54

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ウ
）

　
　

　
　

御
子
が
「
神
は
私
に
食
料
の

　
　
魚
を
く
だ
さ
っ
た
。
」と
　
　

　
　
言
っ
た
。
神
を
称
え
御
食
津

　
　

大
神
と
言
う
。

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

神
が
食
料
と
し
て
魚
を
与

　
　
え
た
。

　

姥
給
死
刑
（
下
・
　
・
オ
）

11

　
　
「
大
楯
連
、
お
前
は
自
分
の
主

　
　

の
玉
剣
を
主
が
死
ん
で
す
ぐ

　
　
取
っ
て
自
分
の
妻
に
与
え
る

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

　
　
と
は
」と
皇
后
が
言
い
死
刑

  

       　
　
　
　
　

       

に
処
し
た
。

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　

 

皇
后
の
命
令
で
「
給
」
が
使

　
　
わ
れ
た
。

　
厩
如
此
白
而
被
給
御
琴
（
下
・
　11

　
　
　

     　
　
　
　
　
　

  　
　
　

　
　
　

     

　
　
　
　
　
　

  

・
ウ
）

　
　

こ
の
よ
う
に
申
し
て
お
琴
を

　
　
頂
い
て

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

琴
を
受
け
取
っ
た
の
は
建

　
　

内
宿
祢
。

　
浦
若
汝
従
吾
言
者
　
汝
作
大
臣

　
　

治
天
下
那
句
。
曽
婆
訶
理
隨

　
　
命
爾
、
多
禄
其
隼
人
　
　
　

　
　
　
　
　

        

　
　
　
　
　

        

（
下
・
　
・
ウ
）

14

　
　

若
し
汝
、
吾
が
言
に
従
は
ば

　
　
…
汝
を
大
臣
に
作
し
天
下
を

　
　
治
め
む
。い
か
に
。
曽
婆
訶
理

　
　

○＊

  

「
命
の
ま
ま
」

　
　

○＊

  

か
く
し
て
多
く
の
禄
を
其

　
　
の
隼
人
に
給
ふ
。

　
瓜
今
日
留
此
門
而
、
先
給
大
臣

　
　
位
（
下
・
　
・
オ
）

11

　
　
今
日
は
此
問
に
留
り
先
に
大

　
　

臣
の
位
を
授
け
よ
う
。

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

水
歯
別
命
が
大
臣
の
位
を

　
　
渡
し
た
が
す
ぐ
隼
人
を
殺
害

　
　

す
る
。

　
閏
於
是
、
以
阿
知
直
、
始
任
蔵

　
　
官
、
亦
給
粮
地
（
下
・
　
・
オ
）

11

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　
　

 

私
有
地
を
渡
す
。　

　
噂
多
禄
給
其
老
女
遍
く

　
　
大
命
を
待
ち
八
十
年
経
老
女

　
　

に
多
く
の
禄
を
与
え
た
。

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

八
十
年
待
っ
た
女
に
多
く

　
　
の
禄
を
与
え
た
。

　
云
悉
給
著
紅
紐
之
青
摺
衣
服
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
・
　
・
ウ
）

31

　
　
悉
紅
の
紐
を
著
け
青
摺
の
衣

　
　

を
給
り
た
り

　
　

○＊

 
　

 

青
摺
り
の
衣
を
百
官
の
者

　
　
に
与
え
る
。

　
運
誉
三
重
婇
而
、
給
多
録
也
　

　
　
　
　
　
　
　

    

　
　
　
　
　
　
　

    

（
下
・
　
・
オ
）

35

　
　
三
重
の
婇
オ
を
誉
め
て
多
く

　
　

の
禄
を
与
え
た
。

　
　

○＊

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

歌
が
人
々
の
心
を
打
つ
。

　
○＊

 
　
　
　
　
　
　
　

 

の
部
分
は
私
見
。「
受
け
取
っ

た
人
物
は
」年
下
、
敵
、老
人
、
下
級

官
位
、で
「
賜
」の
用
法
と
相
違
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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